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広島市東区上大須賀町 16–1 
新 幹 線 西 高 架 下 3 F 

ＮＴＴ（082）261 - 6614 

創造・参加・実践 

 

①
安
全
に
つ
い
て 

②
業
務
課
題
に
つ
い
て 

③
春
闘
に
つ
い
て 

④
宮
島
フ
ェ
リ
ー
支
部
に 

つ
い
て 

⑤
政
治
に
つ
い
て 

 

Ｊ
Ｒ
西
労
組
中
央
本
部
は
、
７
月
９
日
（
木
）
～
１
０
日
（
金
）、「
松
下
Ｉ
Ｍ
Ｐ
ホ
ー
ル
」
に
お
い
て
、

第
３
８
回
定
期
中
央
本
部
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
大
会
で
は
、
執
行
部
か
ら
１
年
間
の
経
過
報
告
や
、
活

動
方
針
、
予
算
案
が
提
起
さ
れ
る
と
共
に
、
全
体
質
疑
で
の
討
論
や
、
各
小
委
員
会
に
お
い
て
は
多
く
の
代

議
員
か
ら
の
発
言
が
あ
り
活
発
な
議
論
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
広
島
地
本
か
ら
は
１
０
名
の
代
議
員
が

発
言
を
行
い
ま
し
た
。
最
後
に
中
央
本
部
羽
野
執
行
委
員
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
閉
会
し
ま
し
た
。 

安
全
を
基
礎
に
組
織
の
力
を
高
め
、
明
る
い
未
来
を
創
ろ
う
！ 

勝 

第
３
８
回
定
期
中
央
本
部
大
会
を
開
催
！ 

【広
島
地
本
発
言
】 

【第
一
小
員
会(

組
織
・
財
政)

】 

【第
二
小
員
会(

安
全
・
業
務)

】 
山
根
書
記
長 

岡
﨑
祐
也(

広
二) 

①
組
合
活
動
の
現
状
と
組

合
活
動
の
進
め
方
の
見

直
し
に
つ
い
て 

 尾
本
樹
哉(

山
一) 

池
田
賢
治(

山
二) 

①
新
入
組
合
員
加
入
活
動 

の
負
担
軽
減
に
つ
い
て 

宮
武
佳
子(

広
一) 

河
口
裕(

広
島
間
接) 

岩
男
道
治(

山
二) 

末
廣
健
二(

広
二) 

①
工
務
職
場
に
お
け
る
業

務
量
に
見
合
っ
た
要
員

配
置
に
つ
い
て 

①
車
掌
業
務
の
今
後
に
つ

い
て 

②
車
発
機
に
つ
い
て 

③
運
賃
逋
脱
防
止
に
向
け

た
対
策
強
化
に
つ
い
て 

①
女
性
活
躍
の
進
捗
状
況 

 

に
つ
い
て 

②
芸
備
線
再
構
築
協
議
会 

の
議
論
と
Ｊ
Ｒ
西
労
組 

の
対
応
に
つ
い
て 

 

①
本
社
組
織
に
在
籍
す
る 

 

組
合
員
の
課
題
解
決
に 

つ
い
て 

②
５
５
歳
以
上
の
組
合
費 

に
つ
い
て 

「
広
島
み
な
と
夢
花
火
大
会
」レ
ク
を
開
催
！ 

①
広
島
新
幹
線
電
気
技
術

セ
ン
タ
ー
各
派
出
に
お

け
る
労
組
事
務
処
理
に

使
用
す
る
職
場
コ
ー
ド

新
設
に
つ
い
て 

中
島
靖
貴(

広
一) 

①
芸
備
線
で
発
生
し
た
墜

落
労
災
と
同
種
事
象
再

発
防
止
に
つ
い
て 

犬
飼
洸
平(

広
島
間
接) 

①
単
身
赴
任
者
の
旅
費
の

負
担
軽
減
に
つ
い
て 

②
本
社
鉄
道
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
部
広
島
営
業
部
の

課
題
に
つ
い
て 

村
野
伴
成(

山
一) 

①
駅
長
手
当
の
拡
充
に
つ 

い
て 

 

広
島
地
本
は
７
月
２
５ 

日
（
土
）
に
「
広
島
み
な 

と
夢
花
火
大
会
」
レ
ク
を
、 

宮
島
フ
ェ
リ
ー
支
部
協
力 

の
下
、
開
催
し
ま
し
た
。 

当
日
は
Ｊ
Ｒ
西
労
組
の 

組
合
員
と
そ
の
家
族
が
宮 

島
桟
橋
に
集
合
し
、
フ
ェ 

リ
ー
で
宇
品
港
沖
に
移
動 

し
花
火
を
観
覧
し
ま
し
た
。 

参
加
者
か
ら
は
大
き
な 

花
火
が
打
ち
上
が
る
た
び 

に
、「
綺
麗
」「
大
迫
力
」 

「
花
火
の
音
が
凄
い
」
と 

歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。 

レ
ク
を
通
じ
、
仲
間
と
親 

交
を
深
め
る
こ
と
が
出
来 

ま
し
た
。 

  

花火レクにご協力いただいた 

ＪＲ西日本宮島フェリーの皆様 

ありがとうございました！ 


